


【目的】 は シグナル経路の中で

⤀ t であり、胎生期の骨格(骨・軟骨)形成を抑制することが知られて

いる。近年こ 椀渀は肺癌、糖尿病性腎症において、血管 猩を制御す

るという報告 があるが、下垂体腺腫における機能は未だに検討されていない。今回我々は

下垂体腺腫に ㅂㄩの発現の意義、 猀椀猩

与䌀䐀㌀㐀陽性細胞（骨髄に由来する血管内皮   はㄹ㤷

年、浅原らにより末梢血中の単核 部⠀䌀䐀㐀陽性分画⤀として存在することが証明

され、また既存隣接血管の血管内皮細胞による増殖、遊走により成

来湥猀椀猩のみならず、胎児期のみに存在する 来湥猀椀猩の機序が

成体でも成立していることが証明された。）との共存を証明し検討しので報告する。  

【方法】 当施設での連 下垂体腺腫 例㐵症 女性㈸例、男性ㄷ例）の病理組

織標本を成し下垂体腺腫組 免 䴯䌀䬀呓䘀ㅂㄩの

共 椀捲潡爀爀愀礀‶㄀例を用い、内因性（ローディン

ロー 挀 の䜀爀敭氀椀渀 の 攀 β 䌀䐀㌴⼀βⴀ䄀捴椀渀

を行 ′ ′㈀例 ‷ ‵例、

呓䠀ⴀ 潭愠㐀例)。  

】下垂体腺腫組 ㌴発現細胞 洀氀椀渀との共

呩 ⁭椀挀 では䌀䐀㌀㐀の発現は䜀爀敭氀椀渀の発

〮　〵Ⱐ刀帀㈀㴀〮㄀㜸 管新生に関 いる䌀䐀㌴発現細胞と䜀爀

の強い共 椀 ⁳畢琀礀 、年齢、性、䬀湯獰 

杲慤椀湧とは られなかった。  

【結 垂体腺腫の血管新生を異ⴀ爀攀畬慴攀している可能性が示唆された。  

 


